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多様な人材と価値観の尊重
光機械製作所

種類の福利厚生
四日市事務機センター

小水力発電所を運営
マツザキ

「三重のサステナブル経営アワード」表彰企業紹介

③　地域社会への貢献　　

①　環境への配慮・脱炭素
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性別、年齢、国籍にとらわれない
人材方針を掲げている

　工作機械などを製造する光機
械製作所（本社津市一身田中野
８の１、西岡慶子社長）は、
「人材は宝」という考えの下、
ジェンダー（性別）、ジェネレ
ーション（年齢）、グローバル
（国籍）の三つの「Ｇ」にとらわ
れない人材方針を掲げている。
　人いる従業員のうち女性
が約２割を占め、開発・設計部
門では３割を女性が占める。製
造部門では最も大きなグループ
の長を女性が務める。また、全

従業員の約１割は外国人従業員
が活躍。宗教観を尊重し、事業所
の一角に礼拝所を設けている。
　環境面での取り組みで特長的
なものは、顧客が使用する既存
の研削盤などを改修して性能を
高める「レトロフィット」とい
うビジネスだ。工作機械に搭載
されているＣＰＵ（中央演算処
理装置）をより性能の高いもの
に更新したり、新たにセンサー
を付加したり機械の電装部品を
最新型に取り替えて加工の精

度、スピード、省エネ性などを
高める。オペレーターが慣れ親
しんだ工作機械を生かすこと
で、新規に設備導入するよりも
費用を抑えつつ生産性向上に寄
与する。

多様な福利厚生が良好なチームワーク
づくりに貢献している

　事務機器の販売や保守管理を
手掛ける四日市事務機センター
（本社四日市市日永西２のの
７、佐野智成社長）は、種
類の福利厚生制度を運用してい
る。多様な福利厚生が、従業員
満足度と顧客満足度のアップに
加え、収益拡大の原動力となっ
ている。
　福利厚生の例として、社員の
家族向け支援だ。子どもの塾費
用一部負担や小学校入学時のラ
ンドセル贈呈、中学入学時に制
服を贈るといった制度があり、

子育て世代の支援が手厚い。ま
た社内向け支援では、社員同士
が日常業務の感謝の気持ちを仮
想通貨とともに伝え合い給与に
反映させるユニークな制度を運
用。売り上げなどの数字には表
れない〝見えない努力〟をたた
えることで、社員の働くモチベ
ーションアップにつなげてい
る。佐野社長は、顧客に対して
最高のサービスを提供するため
に、良好なチームワークが最も
大切だと考えている。多様な福
利厚生が従業員の思いやり、助

け合い、感謝の精神を育み良好
なチームワークを醸成。結果、
顧客満足度と会社業績の向上に
大きく寄与している。同社の売
上高はこの年余りで４倍へ成
長し、離職率も大幅に低下した。

管を通じて水が急斜面を流れ水車を回
す馬野川小水力発電所の「導水管」

　総合建設業のマツザキ（本社
伊賀市下阿波の１、松崎将
司＜まさし＞社長）は、環境に
優しい経営に力を入れている。
自社の小水力発電所や太陽光発
電所を通じて発電した再エネ電
力は、自家消費や売電を行う。
昨年には、温室効果ガス排出削
減を目指す国際認証「ＳＢＴ」
の中小企業版を三重県内の建設
業で初めて取得した。二酸化炭
素排出量の削減目標は「年
までに年比％減」を掲げる。

年に稼働を始めた「馬野川
（ばのがわ）小水力発電所」
（伊賀市）。標高約㍍の取水
口から発電所に水を流し込み、
水車を回すことで電気を作る。
運転は子会社の「みえ里山エネ
ルギー」（本社伊賀市）が担う。
　小水力発電と、本社近隣にあ
る太陽光発電で発電した電力量
は、年間で一般家庭約世帯
分に相当。再エネ電力は本社事
務所で自家消費するほか、地域
の一般家庭や企業などで使われ

ている。今後は車両の電動化や
Ｊ―クレジット購入などによる
施策を通じた二酸化炭素削減の
目標達成に向けて変革と挑戦を
続ける。
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